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α 30° 45° 30°
接着板の
種類
模造紙 合成ゴム 模造紙 合成ゴム 模造゜紙 合成ゴム
最　大垂直加速度（8） 0．4 0．4 0．57 0．57 0，906 0，906
’。・　　　　（sec） 0．0201 0．0267 0．013970．0268 0．0210α0104
’s・　　　　　（sec） 0，136 0．1155 0．1328 0．10770．10070．0968
’52　　　　　（sec） 0．2201 0 0．2047 0 0．08770．1438
’。、一’5、までの前滑り距離S・（cm） 1，756 0，7881，460 0，645 2，716 2，855
’＄、一’s2までの後滑り距離S2（cm）0，572 0 0，194 0 0，634 0，335
Pゴ娩　　　　（cm） L184 0，788 1，266 0，645 2，082 2，520
輸　　送　速　度　（cm／sec）5，920 3，940 6，330 3，225 15．61 18．90









45° 45° 30° 45°
種類
模　造紙 模　造　紙 模　造紙 合成ゴム 模　造紙
最　大垂直加速度（8） 1．28 1．91 1．59 1．59 2．24
’・1　　　　（sec） 0．0133 0．00515、 一 0，004 α0024
’1’@　　　（sec） 0．01898 0．00959 0．01067 α01067 α00721
’31’@　　　（sec） 0．07825 0．0871 0．0721 0．0721 α0880
’82’@　　　（sec） 0．1051 0．0967 0．0847 α0845 α0924
鞠　　　　　（sec） 0．1467 0．1142 0．1114 α1040 α1024
’。1－〆1までの前滑り距離（cm） 0．00434 0．0067 一 0．0194 α00432
’1鱗1’までの相対飛行距離（cm） 2，010 3，227 3．1152 3．5122 3．4183
’、1’一’、2’までの前滑り距離（cm） 0．4485 0．1105 0．2649 0．3595 α0368
’ε2’一’謡までの後滑り距離（cm） 0．2153 0．0352 0．1982 0．0431 0．0314
y　　　（cm／sec）21．6 31．2 33．5 41．0 34．6
γ　　　（cm／sec）44．4 21．65 4L9 5α49 8．64
Pゴ励　　　　（cm） 2，444 3，309 3，182 3，848 3，428
輸　送　速　度　（cm／sec） 18．35 30，332 31．82 38．48 34．28
安定軌道に入るまでの周期数 3 4 6 3 4
　（t。1，　tl’，　t、1’，　ts2’，　t、3は収束時の原点からの時間を示す。）
おける振動数と輸送速度との関係を，表3，．4に示した理論値と測定した実験値とを比較した
結果を示す。これより合成ゴム接着板を使用した場合であって，しかも振動数が約500cpm以
上の高速においては，理論と実験値に相当大きな差異がみられたが，それ以外では傾向的にも
数値的にもかなり良い一致がみられた。
　また，図23は模造紙接着板でαが45°における輸送速度の理論値と実験値を比較したもの
であって，理論速度の方が若干高く計算されたが，振動数に対する輸送速度の傾向はかなり良
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振動輸送における物体の挙動
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??????
　　210　　　　300　　　　　　　　　450　　　　　　　　　600
　　　　　　　輸送板の振動数（cpm）
　　　図22　物体の輸送速度　（α＝30°の場合）
く一致しているといえるように考える。
20????
???????
10
模造紙接・着板理論値　　　　実験値
　　　300　　　　　　　　　　450　　　　　　　　　　600
　　　　　輸送板の振動数（cpm）
図23物体の輸送速度　（α＝45°の場合）
　7．　む　　す　　び
　振動輸送中の輸送物体の挙動を調べるために，輸送中における物体の運動軌跡の撮影ならび
に輸送速度の測定を行ない，理論式から求めた物体の運動軌跡や輸送速度と比較検討を行なっ
た。
　その結果を要約すると次のとおりである。
　（1｝輸送板の振動数が限界振動数以下の比較的小さい範囲であって，輸送板上の物体が滑り
運動だけを行なう場合では，理論軌跡と記録した運動軌跡とはよく一致することがわかった。
　②　輸送板の振動数が限界振動数を超え，物体がとび上り運動を生ずるようになると，理論
軌跡と記録した運動軌跡は形状的には相似しているが，pitchに若干の差異を生ずる結果が得
られた。
　（3）理論式より物体に働く慣性力，摩擦力の時間的変化を求め，これより輸送物体の運動機
構をしらぺ，さらに運動軌跡の解明を試みた。
　（4）輸送速度の理論値と実験値を比較した結果，本研究の条件下では，合成ゴム接着板を使
用して振動数が約500cpm以上の場合のほかは，傾向的にも数値的にもかなりよく一致するこ
とがわかった。
　⑤上記のような合成ゴム接着板を用いた場合の理論と実験値との差異は，ゴムの変形によ
る物体の喰い込みが原因しているものと考えた。このことは，物体が板上に落下した後，理論
上からいえば前滑り運動を生ずる筈のものが，記録した軌跡にはほとんどそれが現われていな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一93一
明治大学　科学技術研究所紀要
いことから推察された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　終りにのぞみ，本研究に終始熱心に協力して実験ならびに計算を遂行してくれた山賀良宏，
高富邦博の両君に心から厚く感謝の意を表します。’
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